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神戸市立神戸アイセンター病院 院長  栗本 康夫

神戸医療産業都市は、1995年の阪神・淡路大震災からの復興プロジェ
クトとしてスタート。研究開発の拠点や複数の病院、医療関連企業が集
積し、日本最大級のバイオメディカルクラスターを形成しています。市民
の皆さまに最先端の医療を届けるための取り組みが進められ、多くの成果
があがってきています。ウェブサイト、Facebook、メールマガジンなど
様 な々形で情報をお届けしておりますので、ぜひチェックしてみてください。

神戸医療産業都市（KBIC）
ってどんなところ？

企業・団体
向け市民向け

https://www.fbri-kobe.org/kbic/citizen/ https://www.fbri-kobe.org/kbic/

RECRUITING SITE
神戸医療産業都市で働く魅力を紹介しています。
人材募集中の企業のご紹介、企業・団体で活躍されている方のインタビューや就職関係のイベント情報など
をご覧いただけます。

https://www.hataraku-kbic.fbri.org/

神戸ヘルス・ラボ
健康づくりに役立つニュースレターやセミナー情報をお届けしています。
また、「休養・栄養・運動」などヘルスケア分野における製品・サービスの開発に、市民の皆さまに参画
いただく「ヘルスケア市民サポーター」の募集も行っています。

https://www.fbri-kobe.org/cluster/healthcare/

イベントのお知らせやニュースなど、写真と共に随時更新。
最新の情報をいち早くご覧いただけます。

https://www.facebook.com/kobeiryosangyotoshi/

神戸医療産業都市のトピックスをはじめ、セミナー、
イベントの情報を幅広くお知らせしています。
ぜひご登録ください。
https://www.fbri-kobe.org/kbic/magazine/others/

登録はこちらから→

神戸医療産業都市ポータルサイト
「市民向け」と「企業・団体向け」の２種類があり、それぞれニュースやイベント・セミナー情報など、
様々な情報を配信しています。

まずはここから。

Facebook メールマガジン

KBICで働く魅力を発信

みんなですすめるヘルスケア



当院は2022年に開設５周年を迎えました。今改め
て、日本で唯一の公的な眼科専門病院を立ち上げた
メリットは大きかったと実感しています。まず一つに、
眼科に適した人員配置や院内システムを速やかに整備
できるため、診療の質や患者サービスが格段に向上
しました。また、「良い眼科病院を作ろう」という思いを
職員間で共有することができ、スタッフの士気向上に
つながっています。当院の使命の一つである視覚障
がい者支援については、「NEXT VISION」との連携
により支援内容と支援者数が劇的に増えました。
前身の神戸市立医療センター中央市民病院眼科と
先端医療センター病院眼科の時代から推進してきた
iPS細胞治療の臨床研究についても、概ね順調に進ん
でいます。2022年は網膜色素上皮（RPE）不全症と
いう眼の難病に対し、iPS細胞から作製したRPE細胞を
ひも状に加工して移植する手術を世界で初めて実施。
従来のシート状や液状の細胞移植で懸念されたデメ
リットを改善したことで定着率が上がり、手術時に患者
さんにかかる身体的負担も軽減されました。また細胞
調整の一部は、神戸アイセンターを拠点とする「株式
会社VC Cell Therapy」が開発に加わっている汎用
ヒト型ロボット「まほろ」で行っています。私たちが目指
すのは、医師や培養士の熟練度に依存しないiPS細胞
移植手術の実現であり、細胞形状の改良やAIロボット
による細胞製造は、それに向けた取り組みの一環です。
本臨床研究は現在、治療の安全性を確認し効果を
検証する段階に移行中であり、クリアすべき課題は
まだ山積みですが、着実に前進しています。

を成し遂げることが私たちの最大のミッションです。
「安心・安全なiPS細胞治療を確立することで神戸市や
神戸医療産業都市のブランド力を高めたい」と研究に
取り組んでいます。将来的には日本中から神戸アイセン
ター病院が注目され、多くの患者さんが治療できるよう
になり、そして当院を拠点に新しい治療法を世界へと
輸出できるようになることが目標です。眼の難病で苦
しむ世界中の患者さんたちを救うと共に、日本の医療
産業の発展を支える一助になることを目指して、今後
も患者さんの安全を最優先に、神戸アイセンター病院
を市民の皆さんに誇りに思っていただける施設にして
いきたいと思っています。

神戸市立医療センター中央市民

病院眼科と先端医療センター病院

眼科を統合して眼科診療機能を強

化した、日本で唯一の公的な眼科

専門病院です。神戸市の基幹病院

として眼科地域医療の中核を担い

ながら、最先端の高度医療をいち

早く取り入れ、視覚に障がいが

残ってしまった患者さんのリハビ

リテーションや社会復帰支援にも

尽力しています。

私たちが新しいことに挑戦できるのは、神戸市や神戸
医療産業都市での手厚い支援が得られるからこそ。そも
そも神戸医療産業都市が存在しなければ当院は生まれ
ておらず、世界をけん引するiPS細胞治療のプロジェクト
が神戸の地で進められることもなかったでしょう。神戸で
生まれた研究シーズを臨床へとつなぐ一大プロジェクト

関西との縁ができたのは大学に入ってからです。
生まれは神奈川で、高校生まで首都圏のベッドタウン
で暮らしました。中高生の時に臨床心理学に興味が
湧いてユングやフロイトの本を読み漁り、その道を追究
するには精神科医になるのが最善だろうと、医師を
目指すことに。日本の臨床心理学の権威である心理
学者・河合隼雄氏に学びたい一心で、河合氏が教育
学部の教授を務めていた京都大学へ進学しました。
私は医学部生でしたが、しばしば教育学部の教室に
潜り込んで河合教授の講義に聞き入っていました。
学部生時代に見学した精神病院で現場の厳しい実
情を目の当たりにし、自分が理想とする臨床心理学を
実践するのは難しいと精神科医の道を断念。一方で、
当時は心理物理学等で人間がどのように物の見え方
を認知するのかといった視覚研究が進んでいたことか
ら視覚に興味を持ち始め、精神科から眼科へと舵を切
りました。大学院進学後は再生医療分野への関心を
深めたのですが、眼科の神経再生医療について研究

を行っている機関が日本にはまだない時代でした。そこ
で、眼科教室に所属しながら、脳の再生医療に取り組
んでいた京都大学の脳神経研究施設へ通わせてもら
い、ひたむきに研究と向かい合って今の礎を築きました。

です。入場料や観客からの募金は、当院と同グループで
視覚障がい者の社会復帰支援やリハビリテーション
などを行う団体「公益社団法人NEXT VISION」に
全額寄付しています。

院長としての業務や臨床研究などに奔走する日々の
中、早起きしてピアノを弾く時間がリフレッシュになって
います。初めて鍵盤に触れたのは5歳の時。当初は親に
やらされていたので小学生になると練習に嫌気が差し、
一度は辞めたのですが、その後クラシック音楽に目覚め、
小学６年生の時に自ら進んで基礎からやり直しました。
中高生時代は一生懸命レッスンに励みましたが、大学
院修了後に仕事が忙しくなってしまい中断。博士研究
員としてハーバード大学に勤務した40歳の頃に少し
時間にゆとりができ、娘に買った電子ピアノで再開しま
した。国内外のコンクールで優勝を重ねるうちに演奏を
聴きに来てくださる人が増え、私の趣味が少しでも社会
の役に立てばと、チャリティーコンサートを開くように
なりました。コンサートは、観客の皆さんに視覚障がい
についてお話しすることができる、とても大事な機会

※1 目の中に正常とは違う、もろく破れやすい血管が新生されて、そこ
からの出血や、血液中の水分（滲出液）がもれることによって、黄斑部
（眼球内部の網膜の中心部）の下に血液や滲出液がたまってしまい、
視野の中心にある「見たいもの」が見えにくくなってしまう疾患
※2 長い年月をかけて網膜の視細胞が退行変性していくことにより、
主に暗いところでの見えづらさや、視野の狭まり、光への過剰反応な
どが認められるようになる疾患

いしずえ

I N T E RV I EW- インタビュー 神戸医療産業都市の企業・団体の関係者にKBIC Pressが独占インタビュー。
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滲出型加齢黄斑変性※1や網膜色素変性症※2といった眼の難病に対し、iPS細胞を応用した
世界初の移植手術を次々と成功へと導いている神戸市立神戸アイセンター病院。その臨床
チームリーダーを務める栗本康夫院長は、世界トップクラスの眼科医であり医学研究者です。
今回は栗本院長に、神戸アイセンター病院で現在進んでいる臨床研究や今後の目標につい
て聞きました。また数々の偉業に隠れ、あまり語られることのなかった栗本院長のプライベー
トな一面についてもひも解いていきます。

趣味のピアノで
視覚障がい者の社会活動を支援

将来の目標設定を
精神科医から眼科医へシフト

眼の病気に特化した公的病院が持つ
さまざまなメリット

世界に先駆けて新しい治療法を確立し
いつの日か神戸に恩返ししたい

最高峰の眼科治療を
誰もが享受できる世に

神戸市立神戸アイセンター病院
院長

https://kobe.eye.center.kcho.jp/

Kobe City Eye Hospital

神戸市立
神戸アイセンター病院

しんしゅつがたかれいおうはんへんせい
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視覚障がい者の社会活動を支援

将来の目標設定を
精神科医から眼科医へシフト

眼の病気に特化した公的病院が持つ
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Kobe City Eye Hospital

神戸市立
神戸アイセンター病院

しんしゅつがたかれいおうはんへんせい
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キャンパスでの研究会風景CLIK視察時の岸田首相と

兵庫県立大学大学院情報科学研究科は、データ
サイエンティストを養成する「データ科学コース」、
スーパーコンピュータを駆使する計算科学者の輩出
を目指す「計算科学コース」、健康医療分野へのデータ
応用研究に取り組む「健康医療科学コース」、高い
専門性を備えたセキュリティ技術者を育てる「情報
セキュリティ科学コース」の４つのコースで編成され、
各分野の第一線で活躍する専門家が教育者として
指導にあたっています。同研究科が拠点の一つとする
「神戸情報科学キャンパス」は、計算科学分野の研究
機関が集積するポートアイランドの南側に立地。周辺
機関等と連携し、超スマート社会の実現やビッグデータ
利活用の促進に貢献できる先端IT人材の育成や
教育研究が行われています。

なかでも「健康医療科学コース」では、スーパーコン
ピュータ「富岳」を用いた心臓モデルシミュレーション
の研究や、神戸市立医療センター中央市民病院と
連携した健康・医療データ収集のあり方の研究など、
神戸医療産業都市のリソースを活用した研究活動に
取り組んでいます。同コース長であり、神戸リサーチ
コンプレックス協議会の専門委員も務める竹村匡正
教授は、「神戸医療産業都市にキャンパスを置くことで、
神戸医療産業都市推進機構の支援が得られ、ポート
アイランド内の企業等との事業や研究が推進しやすく
なった。私たちのデータ応用研究が多様な発想と結び
つき、新しい医療サービスが生まれる可能性がある」と
期待感をにじませます。
神戸医療産業都市で実現したい構想として竹村教
授がまず挙げたのは、ポートアイランドにある全ての病
院を１つの病院とみなして患者データ等を結ぶ、医療

情報共有システムの構築です。「運用資金の問題などさ
まざまな障壁はあるが、具体化できれば院内業務の効
率化や患者サービスの向上につながる」と主張します。
また、神戸医療産業都市推進機構名誉理事長の井村
裕夫氏（京都大学名誉教授）が唱える「先制医療※」に
ついても言及。「市民の生活データと医療データをつな
ぎ、ゲノム情報やバイオマーカーなども用いることで、先
制医療の実現化は可能。各人に合った病気の予防や
早期介入を目指したい」と語りました。

神戸大学発のスタートアップとして、2017年に設立
された株式会社シンプロジェンは、非常に長い配列の
DNAを正確に合成する独自技術を活用し、遺伝子
治療用製品の設計・プロセス開発・分析の受託サー
ビスを提供しています。遺伝子治療とは、これまで有効
な治療法のなかった重篤な疾患を根治することが
期待される新しい治療手段です。数年前には、脊髄性
筋萎縮症や急性リンパ性白血病、悪性リンパ腫を
対象とする遺伝子治療用製品が治療に用いられるよう
になり、欧米を中心に開発競争が活発化しています。
グローバル市場が急成長を続ける中、精鋭メンバー
を結集し同分野への参入に挑むシンプロジェンは、
2022年12月、患者さんへの投与が可能な最終製品
の製造に関して、国内外の開発パートナー企業との
提携を発表しました。難治性疾患に苦しむ患者さんを
救う画期的な治療法の芽が神戸で生まれています。

同社は2022年12月、神戸アイセンターに拠点を構え
る株式会社VC Gene Therapyから、眼の難病である
網膜色素変性における遺伝子治療の開発を受託しま
した。両社はポートライナーで１駅の距離にあり、「緊密
な協業を進める上で、物理的な距離の近さは大変重要
な要素の一つである」と山本一彦代表取締役社長は言
います。また、神戸医療産業都市内の企業連携によって
生まれたこの事業は「政府が推進する『スタートアッ
プ・エコシステム※』構築の方針にも沿った、ライフサイ
エンス系ベンチャー同士の具体的な連携事例と言え
る」とその意義を強調。同社が入居するライフサイエンス
分野の最先端研究開発施設であるクリエイティブラボ
神戸（CLIK）など、研究開発に特化した神戸医療産業
都市内の施設を活用し、精力的に事業を推進してい

ます。今後の同社のビジョンは研究開発から製造まで、
神戸に遺伝子治療用製品の産業バリューチェーンを
構築することです。山本社長は「日本の経済安全保障
の観点からも、製造基盤を速やかに国内に整備する
ことが極めて重要ではないか」との見解を示しています。
この意見には、昨年CLIKを視察された岸田文雄内閣
総理大臣や本年1月に視察された永岡桂子文部科学
大臣からも理解が得られたとのこと。同社のさらなる
活躍に熱い視線が注がれています。
※産学官等の連携でスタートアップを創出し、人材や技術、資金を
　呼び込んで発展を持続させていくこと

※特定の疾患に罹患するリスクが高いと思われる人を選別し、発症
　する前に適切に治療的な介入を行い、発症を未然に防ぐ、もしく
　は遅らせようという概念

急速な情報科学技術の進歩に対応

医療・健康データを活用し病気を予防

独自のDNA合成技術で世界に挑戦

国の経済発展を見据えた事業を展開

INTRODUCTION 神戸医療産業都市で活躍している企業・団体のご紹介。

遺伝子治療用製品の製造基盤を整備し、地域貢献を目指す 専門性の高いデータサイエンス教育で先端IT人材を育てる

竹村 匡正 氏

情報科学研究科 
教授・博士（保健学）

ただまさ山本 一彦 氏
代表取締役 社長 兼 CEO

遺伝子治療用製品の分野において、設
計・開発・分析から製造に至るまでの一気
通貫の産業バリューチェーンを神戸医療産
業都市に構築すべく奮励努力しています。
その実現により、神戸市に「良質な雇用」と
「豊かな税収」をもたらしたいと考えていま
すので、応援をお願いいたします。

神戸市には、市内在住・在学・在勤の方に
ヘルスケア関連の新製品等のモニター調査
にご協力いただく「ヘルスケア市民サポー
ター制度」があります。ぜひ、楽しみながらご
参加ください。モニター調査を通じて得た
データは大切に活用させていただき、皆さま
の健康に寄与できるような製品・サービスの
開発を進めていきます。

株式会社シンプロジェン
Synplogen Co., Ltd. 兵庫県立大学大学院

兵庫県公立大学法人
University of Hyogo

シンプロジェンの入居するクリエイティブラボ神戸（CLIK）
情報科学研究科
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ビル１階のKitchen & Coffee matroos（マドロス）で

は洋食のカフェメニューを提供しています。

ガラス張りの開放的な空間でランチだけで

なく、夜はお酒も楽しめますよ！

神戸医療産業都市推進機構
サイエンス・コミュニケーﾀー
井上

KBIC

Science Communicator

当社は令和4年5月に「こうべ
未来都市機構」に名称変更し、地域
のまちづくりへの貢献を使命に活動して
います。神戸キメックセンタービルにはコン
ビニや喫茶、和食レストランも入居されて
おり、10階の展望ロビーからはポートアイ
ランドが一望できますので、皆さん

是非お訪ねください。

Kob e  Fut u re  C i t y  

C o . ,L t d .

神戸医療産業
都市

って

どんなところ？

市民の皆さまに

わかりやすく

ご紹介します♪

COLUMN

平成10年にポートアイランドに建設
され、ポートアイランド第2期では最も
歴史のあるビル「神戸キメックセン
タービル」に行ってきました！阪神・
淡路大震災の復興の一つとして
進められた「マルチメディア文化都市

構想」の一環で誕生し、竣工後はIT系企業が中心でしたが、
現在は医療関連の企業の入居が中心とのこと。ビル管理を行う
（株）こうべ未来都市機構の小牧さんにお話を伺いました♪

第10回 株式会社こうべ未来都市機構
Kobe Future City Co., Ltd.

（株）こうべ未来都市機構

ビル事業部 管理第一課 神戸キメックセンタービル

小牧 孝志さん

１階には
おしゃれなカ

フェmatroo
sが！

10階展望ロビー

神戸空港も見えます

10階展望ロビーからは

神戸空港島！！

Kitchen & Coffee matroos

理事長 本庶佑
ノーベル生理学・医学賞受賞

小中学生21名がジュニア記者となり、神戸医療産業
都市（KBIC）の新聞を作成しました！取材先は、神戸発
の手術支援ロボット「hinotori™」や世界トップレベル
の性能を誇るスーパーコンピュータ「富岳」、眼科の
研究・治療・リハビリなどの施設が一体化された世界初
の試み「神戸アイセンター」など、計７施設。同紙は神戸
市立小中学校の全児童・生徒に配布されています。

ジュニア記者団による『KBIC（ケービック）ミライ新聞』が完成！

キッチンカー ～NEWロケーション～

●「国際くらしの医療館・神戸」エントランス前
●「中央市民病院」エントランス前
●「先端医療センター」正面玄関（南側）前
●「千寿製薬 神戸オフィス」エントランス前
●「神戸医療イノベーションセンター（ KCMI ）」
1階エントランス前

●「甲南大学ポートアイランドキャンパス」正面入口前

TO P I C . 2TO P I C . 2

TO P I C .1TO P I C .1
ご支援への御礼とご報告

‶生物は謎に満ちているから、医療が進歩する可能性はまだまだあります"

本庶記念神戸基金

最先端の医学・医療の研究と高度な研究基盤の整備へのご支援をお願いしている本庶記念神戸基金。
ご支援いただいた皆さまのご協力に感謝し、ここにご芳名を掲載させていただきます。

科学的根拠にもとづいた、がんの正しい情報を網羅
しているウェブサイトです。2023年3月末に、小児
がんなどの希少がんの情報を中心にサイト情報を
更新いたします。

神戸市はKBICで医療活動を推進する公益法人をふるさと納税で
応援しています。皆さまからのご寄付は、先端医療の研究活動に有
難く活用させていただきました。

www.fbri-kobe.org/giving

神戸市ふるさと納税によるご寄付

〒650-0047　神戸市中央区港島南町６丁目３番地の７
クリエイティブラボ神戸５階　TEL: 0120-138-078

本庶記念神戸基金

神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。

2023年1月より（平日のみ）

出店場所が1か所増え、KBIC内の最大６か所で
できたてのお昼ごはんが提供されるようになりました！

NEW!!

KBIC（ケービック）ミライ新聞の
取材の様子や子ども達の感想は

こちらから

出店場所
アプリは
こちらから

【税法上の優遇措置】神戸医療産業都市推進機構（特定公益増進法人）へのご寄付は、個人・法人ともに税制優遇の対象となります。

がん情報サイトへのご寄付

最先端の医療を
患者さんのもとへ

本庶記念神戸基金

そう願う、
あなたの力を私たちに貸してください

596,776円2022年度ご寄付総額

2020年11月～2023月2月ご寄付総額 31,760,000円

1,582,100円2021年度ご寄付総額

個人
池田 靖子 様 石田 圭佑 様 井上 和士 様 奥田 実 様 河浪 繁 様 北井 和久 様

小寺 弘子 様 小松 イメルダ 様 米谷 精二 様 永田 章彦 様 中村 篤志 様 濱谷 善彦 様

東野 正信 様 福島 健太 様 松浦 信二 様 森 和也 様 山口 敏彦 様 匿名ご希望12名

法人
一般社団法人神戸市薬剤師会 様 エム・シーシー食品株式会社 様 株式会社海老原ゴム商会 様

株式会社カミネ 様 株式会社富永組 様 神戸香料株式会社 様

神戸国際医療サポート株式会社 様 ＪＣＲファーマ株式会社 様 シスメックス株式会社 様

阪急電鉄株式会社 様 兵神装備株式会社 様 和研薬株式会社 様

（すべて五十音順）

マークは複数回のご寄付

※天候や店舗の都合により急遽出店が休みとなる場合がありますので、
　来店前に必ずアプリにて最新情報をご確認ください。
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本庶記念神戸基金

神戸市立神戸アイセンター病院 院長  栗本 康夫

神戸医療産業都市は、1995年の阪神・淡路大震災からの復興プロジェ
クトとしてスタート。研究開発の拠点や複数の病院、医療関連企業が集
積し、日本最大級のバイオメディカルクラスターを形成しています。市民
の皆さまに最先端の医療を届けるための取り組みが進められ、多くの成果
があがってきています。ウェブサイト、Facebook、メールマガジンなど
様 な々形で情報をお届けしておりますので、ぜひチェックしてみてください。

神戸医療産業都市（KBIC）
ってどんなところ？

企業・団体
向け市民向け

https://www.fbri-kobe.org/kbic/citizen/ https://www.fbri-kobe.org/kbic/

RECRUITING SITE
神戸医療産業都市で働く魅力を紹介しています。
人材募集中の企業のご紹介、企業・団体で活躍されている方のインタビューや就職関係のイベント情報など
をご覧いただけます。

https://www.hataraku-kbic.fbri.org/

神戸ヘルス・ラボ
健康づくりに役立つニュースレターやセミナー情報をお届けしています。
また、「休養・栄養・運動」などヘルスケア分野における製品・サービスの開発に、市民の皆さまに参画
いただく「ヘルスケア市民サポーター」の募集も行っています。

https://www.fbri-kobe.org/cluster/healthcare/

イベントのお知らせやニュースなど、写真と共に随時更新。
最新の情報をいち早くご覧いただけます。

https://www.facebook.com/kobeiryosangyotoshi/

神戸医療産業都市のトピックスをはじめ、セミナー、
イベントの情報を幅広くお知らせしています。
ぜひご登録ください。
https://www.fbri-kobe.org/kbic/magazine/others/

登録はこちらから→

神戸医療産業都市ポータルサイト
「市民向け」と「企業・団体向け」の２種類があり、それぞれニュースやイベント・セミナー情報など、
様々な情報を配信しています。

まずはここから。

Facebook メールマガジン

KBICで働く魅力を発信

みんなですすめるヘルスケア


